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高齢者叙勲（旭日単光章）を受章!たくさんの御厚意をありがとうございました。

第70回「社会を明るくする運動」
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

山都町少年補導員３名が防犯功労者表彰などを受彰！

コロナに負けるな、ロコモに負けるな！ 「通いの場」再開！

　６月16日、町長から大久保龍之助さん（杉木）
に叙勲が伝達されました。
　この叙勲は、５月１日、長年の地方自治功労に
対して今上天皇から授与されたもので、大久保
さんは、昭和56年９月に矢部町議会議員に初当
選以来、平成５年９月まで、通算３期12年にわた
り在職され、総務常任委員会委員、厚生常任委員
会副委員長を歴任されるなど、町の進展に大き
く貢献されました。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策としてマスクの着用や手の消毒などが推進されていました
が、需要に供給が追い付かず、マスク等が中々手に入らない日々が続きました。そんな中、手作りマスク
や、マスクを作るための布、消毒液等が、町民の皆様や山都町出身の方、本町関係者・関係企業など多くの
方々から本町へ寄付いただきました。町内の保育園・小・中学校、放課後児童クラブ、社会福祉施設、医療機
関、妊婦さん（母子手帳交付時）へ配布いたしました。
　広報誌を通してご披露と御礼申し上げます。本当にありがとうございました。

　「社会を明るくする運動」は、全ての国民が、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更正について理解
を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会を築くため
の全国的な運動です。その中でも、保護司（法務大臣委嘱）の方々は、民間ボランティアとして、罪を犯し保
護観察を受けることになった人の見守り、様々な相談や助言のほか、犯罪予防のための地域活動等に取り
組まれる等、地域の安心･安全に関して重要な役割を担われています。
　なお、７月は強化月間であり、町では、例年、推進大会を実施しているところですが、本年度は、新型コロ
ナウイルス感染防止のため中止しました。そのため写真はありませんが、本町の保護司（16名）を紹介しま
す。（敬称略、順不同）

　６月18日、山都警察署において、防犯功労者表
彰伝達式が行われ、荒木貢さん（下名連石、防犯
功労者表彰）、井手三枝さん（千滝、少年補導等功
労者表彰）、堂上譲二さん（浜町、感謝状）の３名
が受彰されました。
　この表彰は、長年にわたり地域の少年補導員
として、少年の健全育成活動及び非行防止活動、
犯罪抑止活動に尽力した方々に贈られるもので
す。町は、この様に地域の安全・安心を実現する
目的のために活動をされている方々に支えられ
ています。感謝申し上げるとともに、今後も引き
続き御協力をお願いします。

　東緑川老人クラブ「緑寿会」が、コロナウイル
スの影響で休止していた「通いの場」の活動を70
日ぶりに再開しました。
　緑寿会は、平成30年10月に山都町「通いの場」
第１号として活動を開始し、毎週水曜日に清流
館に集い活動を行っています。
　再開のこの日も、約40分間のいきいき百歳体
操に取り組まれ、茶話会では互いの近況話に花
が咲いていました。参加された方々からは、「再
開が待ち遠しかったです」「こればしよるけん
体ば維持できとります」といった声が聞かれま
した。

●「通いの場」とは……地域の住民が主体となり、体操やレクリエーションなどの介護予防の活動を
行う場で、現在、町内10カ所で実施されています。

●いきいき百歳体操……負荷を変えられる重りを手首や足首につけて行う体操です。無理なく効果
的に筋力をつけることができ、介護予防効果が実証されている運動として、全国各地で取り組み
が広がっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同、敬称略）
（有）ウエムラ設備 サージカルマスク
（株）ティツゥ サージカルマスク
（株）旭化成 不織布三層構造マスク
（有）ウィンディ サージカルマスク
（株）中川組 サージカルマスク
熊本メンテナンス協会 サージカルマスク
 消毒液
南阿蘇交通株式会社 マスク
有限責任事業組合  山都交通 マスク
山都町商工会青年部・女性部 鉛筆
　大林　静子 ガーゼ反物
　井上　真由美 手作りマスク
　木山　誠 消毒液
山都の食を考える会 

マスク
「子ども・地域食堂あるもんで」

矢部地区　11名 真野 円理、梅田 勇二、大城 敏男、菊池 成明、志賀 美枝子、荒木 貢、
 中村 豊光、橋本 信一、兼瀬 義明、甲斐 英子、村上 浩一
清和地区　2名 原住 寿秋、川口 泰介
蘇陽地区　3名 後藤 冠、橋野 和仁、田中 要

左から荒木さん、井手さん、堂上さん、二宮山都警察署長

矢部中近くの九州中央自動車道の工事を行う（株）中川組より、学校
との打合せの中で、生徒用マスクが不足していることを知り、寄付さ
れました。

商工会から児童に１ダースずつ贈られた
鉛筆には、学年に応じて応援メッセージ
が貼られていました。

7 6広報やまと 2020. 7 月号 広報やまと 2020. 7 月号


